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●発表主旨 
“楽しく、安く、早く“電子工作を心がけています。 
 
 １）LCDに温度と湿度と気圧、WGBT（熱中症指数）を表示するガジェット    
 ２）ＥＳＰ-WROOM-02で安く作れます 
 

今回、課題であった安定性と温度精度を改善するため２種類のケースに
分け作り、話題のワンコインモジュール：ＥＳＰ-WROOM-02（秋月：550円
8/5~）にBME280（I2C： 温度、湿度、気圧センサ）をつなぎ、開発環境：ａ
ｒｄｕｉｎｏ ｉｄｅで、素早く開発できたので報告します。 
 
皆さんのお役にたてれば嬉しいです。 



ESP-WROOM-02で苦労した点 

課題１．安定性確保 
コンデンサ補強で１か月以上動いている物もありますが、USB電源によ
っては、１日で停止するものもありました。 

停止した時、ｒｅｓｅｔ端子でｒｅｓｅｔしても再起動してくれない状態もあり
ました。（このｒｅｓｅｔ端子はｿﾌﾄｳｪｱresetのようです） 
 
ESP-WROOM-02の電源仕様に対応した、負荷変動高速応答電源ＩＣ（
XC6222）を採用（スイッチサイエンスから購入した製品で使用） 
→自分の環境では安定（１か月以上）しています。 
 
課題２．温度表示の精度 
内部消費電流（通常50ｍA）による発熱で、温度表示が高くなる 
内部発熱を抑えるため、deepsleepモードによる間欠動作とする 
 
10秒動作+170秒sleep→50ｍA*10/（10+170）→約3ｍA 
Deepsleepモードは、ｒｅｓｅｔ復帰となる仕様です、カウンタが使用でき
ないので、動いていることを確認するため、試験用にNTP時刻を取得し
表示することにしました。 



ESP-WROOM-02とは 
ＥＳＰ８２６６ＥＸ（ＳｏＣ、３２ｂｉｔ ＭＣＵ）を搭載し
たＷｉＦｉモジュールです。 ＳＰＩ、ＵＡＲＴ、Ｉ２Ｃ、Ｉ２Ｓ、

ＩｒＤＡ、ＰＷＭ、ＧＰＩＯ、ＳＤＩＯ、１０ビットＡＤコンバ
ータなど、多彩なインターフェースが内蔵されていま
す。ＴＣＰ、ＵＤＰをサポートしています。 
 

◆主な仕様 
・電源電圧：３．０～３．６Ｖ 
・消費電流：平均８０ｍＡ、送信時170ｍA 

・対応ＷｉＦｉプロトコル：８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ（２．
４ＧＨｚ） 
・サイズ：１８ｍｍ×２０ｍｍ×３ｍｍ 
・端子ピッチ：１．５ｍｍ 

・Ｗｉ－Ｆｉモード：ｓｔａｔｉｏｎ／ｓｏｆｔＡＰ／ＳｏｆｔＡＰ
＋ｓｔａｔｉｏｎ 
・セキュリティ：ＷＰＡ／ＷＰＡ２ 
・暗号化：ＷＥＰ／ＴＫＩＰ／ＡＥＳ 
 
※技術基準適合証明番号：２０６－００５１９ 
 
Arduino IDE 1.6.5は下記モジュールに適用 
ESP-WROOM-02は、genericで対応 

 ＥＳＰ８２６６ＥＸ 
（ＳｏＣ、３２ｂｉｔ ＭＣＵ） 
ｆｌａｓｈROMを外部にして

安くした？ 

 ANT 

 ｆｌａｓｈROM：４Ｍｂ（512ＫＢ） 
起動Mode：2種 
 １）ｆｌａｓｈROMのプログラム起動 
   デフォルトはATコマンドプログラム 
 ２）ｆｌａｓｈROMにプログラム書き込み 
   Arduino IDEから書き込み可 



ESP-WROOM-02を動かすときのpoint 
１）電源に余裕を持つこと 
  通常消費電流は80ｍA程度であるが、起動時に
電源の余裕がないと立ち上がらない（送信時170ｍ
A） 

  間欠的に電流が流れるので、大きなコンデンサ
を入れる（100μ以上）対策不足（20160207追記） 
        ↓ 
負荷変動高速応答電源ＩＣ（XC6222） 
 
２）立ち上げ時のｌｏｇを見るためには 
 76800bpsに対応したtoolが必要 
 通常は115200bps 
 （バージョンにより9600bps???） 
 （例：Terminal V1.93b） 
 
３）１，２でもうまく起動しない場合 

 起動モード設定端子を直接電源にしたら起動した
？？？ 

（ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ端子が中間電圧？起動時に端子の機能
を変えている） 
 IO15：GND だけで動きました。 （IO2：3.3V） 
スイッチサイエンスの開発ボードは、DTR、DTS制御
による自動書き込み制御ができていて、SW操作不
要で、大変使いやすい 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●用意するもの（ＨＷ） 部品代：2.5千円程度 
No. 品名 概要 価格 画像 

１ ESP-WROOM-02 ＥＳＰ８２６６ＥＸ（ＳｏＣ、３２
ｂｉｔ ＭＣＵ）を搭載したＷｉＦｉ
モジュール 

550 
（10個以上
450：秋月） 

２ ＢＭＥ２８０使用 温湿
度・気圧センサモジュー
ルキット 

I2C 温度、湿度、気圧 
分解能 
 温度：０．０１℃ 
 湿度：０．００８％ 
 気圧：０．１８Ｐａ 
http://akizukidenshi.com/ca
talog/g/gK-09421/ 

1080 

３ Ｉ２Ｃ接続小型キャラクタＬ
ＣＤモジュール 
AE-AQM1602A 

１６文字×２行のキャラクタ
液晶モジュール 
電源電圧は３．１～５．５Ｖ 
http://akizukidenshi.com/ca
talog/g/gK-08896/ 

550 

４ Ａｒｄｕｉｎｏ用ユニバーサ
ル 自作基板 

Ｉ２Ｃの４本の信号線を2.54
ｍｍピン・ソケットで接続 
Elecrow：310円 

310+α 

５-
1 

プラスチックケース XD-9 W65H38D100 
ケース加工済み 
http://www.maroon.dti.ne.j
p/satodenki/etc.html 

200 

５-
２ 

プラスチックケース  
ＴＷ７－２－１１Ｂ 

  
７０Ｘ２０Ｘ１０５   

１９８ 

http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html
http://www.maroon.dti.ne.jp/satodenki/etc.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●用意するもの（ＳＷ）  
No. 品名 概要 Ｕｒｌ他 

１ 開発環境 
Ａｒｄｕｉｎｏ ｉｄｅ 

Ａｒｄｕｉｎｏ ｉｄｅ 
ARDUINO 1.6.5 

https://www.arduino.cc/en/Main/Software 

２ ＢＭＥ２８０使用 温湿
度・気圧センサ用 
Ａｒｄｕｉｎｏライブラリ 

Ａｒｄｕｉｎｏライブラリを実装 http://trac.switch-science.com/wiki/BME280 

３ Ｉ２Ｃ接続小型キャラクタＬ
ＣＤモジュール 
AE-AQM1602A用 
Ａｒｄｕｉｎｏライブラリ 
 
 

Ａｒｄｕｉｎｏライブラリを実装 
 

http://www.geocities.jp/zattouka/GarageHous
e/micon/Arduino/LCD/I2CLCD.htm 

４ スケッチを少し修正 ・ライブラリをインクルード 
・スケッチを修正 

#include "skI2CLCDlib.h" 
#define BME280_ADDRESS 0x76 
 
  



ハード：基板は同じで２種類作りました 

①万能版（拡張が容易） 

②少し見栄えがいいかな版 

ESP-
WROOM-02 

ESP-
WROOM-02 

Ｂｌｙｎｋでシステム構築 
http://www.blynk.cc/ 
 
 

deepsleepでシステム構
築 
 

http://www.blynk.cc/


ソフト： ａｒｄｕｉｎｏスケッチ：ｂｌｙｎｋ 
• *   Downloads, docs, tutorials: 

http://www.blynk.cc *   Blynk community:            
http://community.blynk.cc *   Social 
networks:            
http://www.fb.com/blynkapp *                               
http://twitter.com/blynk_app * * Blynk 
library is 
*************************************
***   https://github.com/esp8266/Arduino 
*************************************
***/#define BLYNK_PRINT  

• #include <ESP8266WiFi.h> 
• #include <BlynkSimpleEsp8266.h> 
• #include <BME280_MOD-1022.h> 
• #include <Wire.h> 
• #include <Wire.h> 
• #include <stdio.h> 
• #include "ST7032.h" 



出来上がったもの 
・早く（部品をそろえてから） 
    ハード加工：数Ｈ 
    ソフト設計：数Ｈ 
・安く 
    部品代：3千円程度 
・楽しく 
    実用的な、高い性能のものができた 

  分解能：温度：０．０１℃ 

       湿度：０．００８％、  

                    気圧：０．１８Ｐａ 
 
 “楽しく、安く、早く“電子工作が出来ました、 
 参考にしてもらえるとうれしいです 
 

①万能版（拡張が
容易） 

②少し見栄えがい
いかな版 



次回予告 

Raspberry Pi ＺＥＲＯがまだ 
入手できていません。 
 

入手出来たら、使ってみたいと思い
ます。 


